
代議員数211人（議長を除く）

2019年度活動報告・
決算承認の件
「第二次『夢ヲかたちに』」
採択の件
2020年度活動方針
決定の件
2020年度事業計画・
予算決定の件

役員選任の件

役員報酬決定の件

議案決議効力発生の件

第一号議案

第二号議案

第三号議案

第四号議案

第五号議案

第六号議案

第七号議案

賛成 反対 保留

211

211

211

211

211

211

211

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

共同体第三期定時社員総会で選出された役員 総会開催に向けて 共同体代表理事挨拶

退任した役員

退任監事

理事

熊野　千恵美
共同体代表理事
連合会会長
共済連合会会長
グリーンコープでんき会長
ひろしま理事長

片岡　宏明
共同体専務理事
連合会常務理事
ひょうご専務理事
ふくおか常務理事
コークス調査研究所社長

西村　大輔
連合会専務理事

鹿毛　優子
共同体組合員事務局長
連合会組合員事務局長

東原　晃一郎
共同体常務理事
ふくおか常務理事

井上　潔子
ワーカーズ・コレクティブ
連合会会長

小笠原　尚隆
共済連合会専務理事

藤本　晶博
一般社団法人
グリーンコープでんき
専務理事

木村　和子
しがまる理事長

篠原　佳奈子
おおさか理事長

清水　園子
ひょうご理事長

飯村　美智子
おかやま理事長

監事

退任理事

小椋　あけみ
とっとり理事長

吉田　由佳
（島根）理事長

柳川　晶子
さが理事長

島田　美砂子
（長崎）理事長

日高　容子
みやざき理事長

金羽　良成
社福グリーンコープ
専務理事

後藤　美穂
社福グリーンコープ
専務理事

佐々木　春代
社福グリーンコープ
山口県経営委員長

三原　幸子
社福グリーンコープ
福岡県経営委員長

髙濱　千夏
社福グリーンコープ
熊本県経営委員長

宇都宮　陽子
社福グリーンコープ理事長
社福グリーンコープ
大分県経営委員長

亀崎　恵理子
社福グリーンコープ
鹿児島県経営委員長

舟木　由子
ワーカーズ・コレクティブ連合会
生協ワーカーズ委員会

江戸　良子
ワーカーズ・コレクティブ連合会
福祉ワーカーズ委員会

吉見　やよい
ワーカーズ・コレクティブ連合会
共済ワーカーズ委員会

金子　誉支江
共同体組織委員長

中本　瑞樹
共同体福祉委員長

河元　圭子
ひろしま

溝口　真理
ふくおか

前田　千賀子
（長崎）

今津　健一
やまぐち

萩原　　潤
おおいた

行岡　良治
ワーカーズ・
コレクティブ連合会

山田　由美
おおさか  
下本地　紀子
かごしま

宮﨑　美幸 
共同体

下飛田　智子
くまもと

別所　理恵子
かごしま 
大田　玲一
ふくおか 
生協名は一部省略しました

福祉活動組合員基金連合会

第二期社員総会報告 ４

共同体基調総括 ２・３

　

２
０
２
０
年
７
月
３
日
、
一
般
社
団
法
人
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
共
同
体
第
三
期
定
時
社
員
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
初
、
社
員
総
会
は
6
月
10
日
に
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
の
目
途

が
た
た
な
い
中
、組
合
員
、ワ
ー
カ
ー
、職
員
が
一
堂
に

会
す
形
で
の
総
会
の
開
催
は
難
し
い
と
考
え
、
７
月
に

延
期
し
ま
し
た
。実
出
席
を
少
な
く
し
、
書
面
議
決
書

を
中
心
と
し
た
総
会
と
な
り
ま
し
た
。総
会
当
日
は
、

全
て
の
議
案
が
、賛
成
多
数
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ワ
ー
カ
ー
ズ
型
生
協
と
ワ
ー
カ
ー
ズ
型
社
会
福
祉

法
人
と
し
て
大
い
に
飛
躍
し
、
地
域
と
共
に
生
き
る
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
へ
と
邁
進
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

共
同
体
代
表
理
事
の
熊
野
千
恵
美
さ
ん
の
挨
拶
を

紹
介
し
ま
す
。

組合員による発電所づくりや「原
発フリー」のグリーンコープでんき
に関する情報が満載です。
ぜひアクセスしてみてください！

パソコンから
https://greencoopdenki.jp

スマホから
      　二次元バーコード▶

 「グリーンコープでんき」の
ホームページができました！！

総会当日のようす

採決票を挙げる実出席者

各生協から届けられた書面議決書

共同体第三期定時社員総会議案採択の結果

　

一
社
）
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

共
同
体
第
三
期
定
時
社
員
総

会
及
び
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
連

合
会
第
二
十
八
期
通
常
総
会
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
済
連
第

十
一
期
通
常
総
会
を
開
催
す

る
時
期
と
な
り
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収

束
し
て
い
な
い
中
、
今
年
は

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
一
堂
に

会
し
て
の
開
催
が
で
き
ず
、

本
当
に
残
念
で
す
。

　

毎
年
の
よ
う
に
自
然
災
害

が
発
生
し
、
昨
年
は
、
特
に

台
風
19
号
の
被
害
は
甚
大
で

し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
の

暮
ら
し
の
再
生
、
地
域
の
再

生
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
方

針
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

脱
原
発
運
動
に
お
い
て
は
、

託
送
料
金
に
含
ま
れ
る
問
題

を
解
消
す
る
た
め
に
訴
訟
を

起
こ
す
こ
と
を
各
単
協
臨
時

総
代
会
、
共
同
体
臨
時
総
会

を
経
て
決
議
し
ま
し
た
。
原

発
を
維
持
・
継
続
し
、
さ
ら

に
推
進
す
る
国
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
を
転
換
さ
せ
る
た
め

に
す
す
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

２
０
１
５
年
に
国
連
が
採

択
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
掲
げ
ら

れ
た
目
標
は
、
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
が
生
命
（
い
の
ち
）
を

大
切
に
思
い
、
取
り
組
ん
で

き
た
運
動
と
目
指
す
と
こ
ろ

は
同
じ
と
言
え
ま
す
。
グ
リ

ー
ン
コ
ー
プ
運
動
を
「
Ｕ
Ｎ

↓
Ｄ
Ｏ
」
と
い
う
形
で
、
も

っ
と
多
く
の
人
に
伝
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
は
、
い
の
ち
、
健

康
の
大
切
さ
に
あ
ら
た
め
て

気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

食
べ
る
こ
と
は
免
疫
力
の
ア

ッ
プ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
、「
食
」
の

大
切
さ
に
は
、
安
心
・
安
全

な
食
べ
も
の
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
組
合
員
の
願
い
が
込
め

ら
れ
た
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の

生
命
（
い
の
ち
）
を
育
む
食

べ
も
の
を
も
っ
と
広
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

ワ
ー
カ
ー
ズ
型
生
協
へ
と

進
化
し
続
け
て
い
る
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
に
お
い
て
、
組
合

員
と
ワ
ー
カ
ー
ズ
と
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
「
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
運
動
」
を
さ
ら
に
広

く
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一
般
社
団
法
人
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
同
体

 

代
表
理
事

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
協
同
組
合
連
合
会
　
会
長

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
済
生
活
協
同
組
合
連
合
会

 

会
長

熊
野
　
千
恵
美
さ
ん

組
合
員
と
ワ
ー
カ
ー
ズ
と
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

「
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
運
動
」
を

 

さ
ら
に
広
く
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
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みどりの地球を
みどりのままで

2020 月7

連合会総会報告は連合会発行の機関紙(別
冊)にて、共済連合会総会報告はホームペ
ージにて案内しています。

別紙にて、「放射能汚染と向きあう（放
射能測定室より）」を掲載



グリーンコープ生協おかやま
理事長  飯村 美智子

　非日常が訪れる度に、普通の生活があたりまえ
ではないと実感します。本当に大切なもの、本当
に必要なもの、本当にやりたいこと。限られた時
間の中で、自分はどう暮らしていきたいのか。
　色々なことに追われる毎日の中で、私は自然農
法とは名ばかりの放置された畑で数か月ぶりに農
作業。やっぱり畑だね。同じ想いを共有するコ
ミュニティで必要な食料を自給しつつ、自分のや
りたいこと、得意なことを活かす。そんな暮らし
をしたい。改めて思い直していたそんな時、学校
から高２長男の進路希望調査が。子どもに希望す
る職業は？親にそんなこと聞くんですね。じゃあ
「半農半X」。大切なことを見極めて、これからの
時代をしなやかに生き抜いて欲しい。願いはただ
それだけです。

組合員がワーカーズとして、グリーンコープの様々な業務の担い手となっ
ています

共同体基調総括
（要旨）

●
2
5
0
字
程
度

●
〆
切 

毎
月
末

●
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
T
E
L
・
所
属

生
協
名
を
明
記
し
て
郵
送
ま
た
は

F
A
X
、E
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。 掲
載
分
に
は
グ
リ
ー
ン
券（
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
商
品
の
購
入
に
利
用

で
き
ま
す
）5
0
0
円
分
を
進
呈
。

●
住
所・氏
名
な
ど
の
組
合
員
の
個
人

情
報
は
、本
紙
に
掲
載
の
場
合
の
み

使
用
し
ま
す
。
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デ
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グ
リ
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コ
ー
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コ
ミ
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ー
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「
共
生
の
時
代
」編
集
部 

宛

F
A
X 

0
9
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–
4
8
1
–
7
8
7
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E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　

rikoho@
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い
の
ち
と
健
康
を
守
る

　

２
０
１
９
年
度
も
多
く
の

災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
様
々
な

支
援
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
災
害
発
生
直
後
の
緊
急

の
物
資
と
人
的
支
援
、
そ
の

後
の
生
活
を
継
続
す
る
た
め

の
支
援
、
そ
し
て
生
活
を
立

て
直
す
た
め
の
支
援
、
地
域

で
の
助
け
合
い
や
地
域
社
会

の
再
構
築
へ
の
支
援
と
変
化

さ
せ
な
が
ら
、
災
害
に
遭
わ

れ
た
人
に
寄
り
添
い
、
助
け

合
い
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
災

害
支
援
活
動
は
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
ら
し
さ
を
も
っ
と
も

象
徴
す
る
活
動
の
一
つ
と
言

え
ま
す
。

　

そ
し
て
今
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
」
に
よ
る
感
染

が
広
が
り
、
私
た
ち
の
健
康

と
い
の
ち
が
脅
か
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
も
あ
ら
た
め
て
、「
い

の
ち
・
健
康
」
を
最
も
大
切

に
す
る
「
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

運
動
」
を
広
げ
て
い
く
意
義

を
自
覚
し
て
頑
張
っ
て
い
く

時
で
す
。

将
来
に
備
え
、
組
合
員
や

ワ
ー
カ
ー
ズ
を
増
や
す

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

に
よ
る
社
会
経
済
の
悪
化
に

よ
り
、
今
後
、
ま
す
ま
す
深

刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
く
こ

と
を
承
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
態
で
す
。
現
在
の
社

会
経
済
の
状
況
か
ら
考
え
る

と
、
今
後
、
収
入
の
減
少
、

失
業
な
ど
の
発
生
に
よ
っ
て

個
人
消
費
は
着
実
に
減
少
し

て
い
き
ま
す
。
私
た
ち
グ
リ

ー
ン
コ
ー
プ
の
事
業
は
個
人

消
費
そ
の
も
の
で
す
の
で
、

今
後
、
組
合
員
数
が
同
じ
で

あ
れ
ば
、
供
給
高
が
大
き
く

減
少
す
る
と
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
た
め
て
、

２
０
２
０
年
度
、
組
合
員
、

活
動
組
合
員
、
ワ
ー
カ
ー
ズ

を
増
や
す
こ
と
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
ら
し
く

あ
り
続
け
る
た
め
、

「
規
模
」
を
獲
得
し
、

「
主
体
」
を
つ
く
り
上
げ
た

　

１
９
７
０
年
前
後
に
グ
リ

ー
ン
コ
ー
プ
の
前
身
生
協
が

誕
生
し
て
50
年
、
１
９
８
８

年
に
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
連
合

が
誕
生
し
て
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
の
歴
史
が
始
ま
っ
て
31

年
、
こ
の
歴
史
は
一
言
で
言

え
ば
、「
私
た
ち
が
私
た
ち

で
あ
り
続
け
る
（
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
が
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で

あ
り
続
け
る
）
こ
と
が
で
き

る
規
模
と
主
体
を
獲
得
す
る

歴
史
」
と
総
括
で
き
ま
す
。

　

誰
ひ
と
り
同
じ
人
間
が
い

な
い
中
で
、
多
く
の
「
ひ
と

り
の
母
親
、
ひ
と
り
の
女
性
、

ひ
と
り
の
人
間
」
が
話
し
合

っ
て
、
多
様
で
重
層
的
な
「
私

た
ち
」
と
い
う
「
主
体
」
を

つ
く
り
上
げ
て
い
ま
す
。
み

ん
な
で
「
規
模
」
を
獲
得
し

よ
う
と
し
た
か
ら
こ
そ
多
様

で
重
層
的
な
「
私
た
ち
」「
主

体
」
を
つ
く
る
こ
と
を
促
進

し
た
、
と
い
う
面
も
あ
り
ま

す
。

　

し
た
が
っ
て
、
組
合
員
活

動
と
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
運
動

は
多
様
性
が
あ
り
つ
つ
、「
み

ん
な
で
一
緒
に
」
と
い
う
連

帯
と
結
束
も
あ
り
、
多
様
で
、

柔
ら
か
く
、
か
つ
、
強
い
、

と
い
う
「
主
体
」
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

ワ
ー
カ
ー
ズ
を
も
う
一
つ
の

主
体
と
し
て
確
立
し
て
い
く

　

そ
し
て
、
今
、
私
た
ち
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
「
ワ
ー
カ

ー
ズ
型
へ
の
飛
躍
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
の
事
務
局
（
職
員
事

務
局
と
組
合
員
事
務
局
）
に

加
え
て
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
を
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
も
う
一
つ

の
事
務
局
・
主
体
と
し
て
確

立
し
て
い
く
こ
と
が
「
ワ
ー

カ
ー
ズ
型
」
へ
の
飛
躍
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
が
地
域
に
下
降
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。「
地
域

で
生
活
す
る
一
人
ひ
と
り
の

人
間
・
組
合
員
が
所
有
す
る

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
に
な
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ワ
ー
カ
ー
ズ
も
「
地
域
に

下
降
す
る
」
こ
と
が
必
要
で

す
。
ワ
ー
カ
ー
ズ
が
ワ
ー
カ

ー
ズ
で
あ
る
た
め
に
は
、
ワ

ー
カ
ー
ズ
が
一
人
ひ
と
り
の

ワ
ー
カ
ー
に
所
有
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ

と
り
の
ワ
ー
カ
ー
が
「
私
の

ワ
ー
カ
ー
ズ
で
あ
る
」
と
思

え
る
存
在
・
関
係
と
な
ら
な

け
れ
ば
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
た
り

得
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
は
地
域
に
根
ざ
し
て
い

く
、
そ
れ
が
で
き
る
規
模
を

獲
得
し
て
い
く
、
地
域
に
根

ざ
せ
ば
根
ざ
す
ほ
ど
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
に
な
っ
て
い
く
、
そ

の
よ
う
な
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

は
組
合
員
を
増
や
し
、
強
く

な
っ
て
い
く
、
と
い
う
道
を
歩

む
こ
と
が
基
調
方
針
で
す
。

「
地
域
再
生
」
の
運
動
を

広
く
多
様
に
展
開
し
ま
す

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

に
よ
っ
て
「
ヒ
ト
と
モ
ノ
の

移
動
の
拡
大
・
高
速
化
」
が

封
鎖
さ
れ
、
私
た
ち
の
生
活

は
激
変
し
て
い
ま
す
。
世
界

経
済
・
日
本
経
済
も
ま
た
、

私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
に
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
深
刻
さ
で

悪
化
し
て
い
ま
す
。

　

今
こ
そ
、「
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
運
動
」
の
究
極
で
あ
る

「
地
域
再
生
」
の
運
動
、
活
動
、

事
業
を
地
域
に
根
ざ
し
て
広

げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

人
間
が
生
き
て
い
く
再
出
発

点
は
「
生
活
し
て
い
る
空
間
」

か
ら
で
す
。
地
域
で
食
べ
、

働
く
場
所
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
「
再
出
発
」
で
あ
り
、

そ
れ
を
助
け
合
っ
て
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
か
ら
準
備
が
必
要
で
あ
り
、

私
た
ち
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は

そ
の
準
備
が
で
き
る
存
在
で

あ
り
、
そ
れ
が
存
在
意
義
と

言
え
ま
す
。
準
備
と
は
、
自

然
災
害
、
子
育
て
や
介
護
、

生
活
困
窮
者
、
一
人
親
の
家

族
と
子
ど
も
へ
の
支
援
、
就

労
支
援
や
就
労
の
場
の
創
出
、

環
境
・
農
業
を
守
る
取
り
組

み
を
地
域
で
総
合
的
に
展
開

し
て
い
く
こ
と
で
す
。
課
題

は
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
災
害
を
受
け
た
地
域
、

川
や
海
を
守
る
課
題
が
身
近

な
地
域
、
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
地
域
、
農
業
生
産
者
が

近
く
に
い
て
農
業
の
課
題
に

近
い
地
域
な
ど
、
地
域
に
合

っ
た
多
様
な
「
地
域
再
生
」

の
組
合
員
活
動
を
展
開
し
、

組
合
員
活
動
の
中
か
ら
助
け

合
い
の
事
業
と
そ
れ
を
担
う

ワ
ー
カ
ー
ズ
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
れ
が
「
第
二
地

域
・
共
生
地
域
・
協
同
地
域
」

を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
運
動
を

地
域
に
広
げ

共
生
社
会
を
つ
く
る

　
「
い
の
ち
と
健
康
と
生
活

を
守
る
た
め
の
地
域
を
再
生

す
る
運
動
」
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
を
土
台
に
し
て
、「
食

べ
も
の
」
の
共
同
購
入
事
業
、

脱
原
発
の
取
り
組
み
、
地
域

福
祉
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

 一)
遺
伝
子
組
み
換
え
と
ゲ
ノ

ム
編
集
に
よ
る
食
べ
も
の

の
開
発
と
流
通
を
阻
止
し

ま
す
。

 二)
脱
原
発
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
と
、「
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
ん
き
」

の
利
用
拡
大
を
推
進
し
ま

す
。

 三)
介
護
や
子
育
て
に
支
援
が

必
要
な
人
、
格
差
社
会
の

ひ
ず
み
の
影
響
を
受
け
て

大
変
な
状
況
に
お
か
れ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
、
生
活

困
窮
者
な
ど
、
地
域
社
会

で
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
人
を
支
援
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
で
の
生

活
は
い
ろ
ん
な
面
で
想
定
外

の
困
難
が
発
生
し
て
き
ま
す
。

社
会
保
障
制
度
の
対
象
か
ら

外
れ
た
り
、
自
助
努
力
が
で

き
る
関
係
性
か
ら
孤
立
し
て

い
る
人
た
ち
を
、
支
援
す
る
、

さ
れ
る
関
係
を
超
え
て
、
支

え
て
い
く
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。
そ
し
て
地
域
で
生
活

し
て
い
る
一
人
ひ
と
り
が

「
共
に
生
き
る
」、
対
等
で
お

互
い
さ
ま
の
地
域
社
会
を
つ

く
っ
て
い
く
取
り
組
み
に
、

協
同
し
て
参
加
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
社
会
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

人々のふれあいの場になっているグリーン
コープ生協くまもとの移動販売車「いくば
い！ふれあい元気カー」

ワ
ー
カ
ー
ズ
型
生
協
へ
と

歩
み
を
進
め
る

　

２
０
１
８
年
10
月
21
日
、

（
一
社
）
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
・

ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ

ブ
連
合
会
（
以
下
「
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
・
ワ
ー
カ
ー
ズ
連

合
会
」）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

同
時
に
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

生
協
ふ
く
お
か
と
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
共
同
体
・
連
合
会
に

ワ
ー
カ
ー
ズ
常
勤
理
事
会
が

設
置
さ
れ
、
社
会
福
祉
法
人

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
中
に
ワ

ー
カ
ー
ズ
常
勤
経
営
委
員
会

が
着
実
に
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
度
は
、
グ
リ

ー
ン
コ
ー
プ
・
ワ
ー
カ
ー
ズ

連
合
会
か
ら
あ
ら
た
め
て
各

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
へ
の

「
ワ
ー
カ
ー
ズ
常
勤
理
事
会

の
設
置
に
つ
い
て
（
検
討
の

お
願
い
）」
が
発
せ
ら
れ
、
各

生
協
に
ワ
ー
カ
ー
ズ
常
勤
理

事
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。
組
合
員

事
務
局
の
ワ
ー
カ
ー
ズ
化
も

進
み
ま
し
た
。

　

今
後
は
、①
ワ
ー
カ
ー
ズ

常
勤
理
事
会
と
ワ
ー
カ
ー
ズ

常
勤
経
営
委
員
会
が
執
行
機

関
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
、

②「
結
果
を
出
す
」
よ
う
に

な
る
こ
と
、③
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
各
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

生
協
と
各
県
の
社
会
福
祉
法

人
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
経
営

を
改
善
し
、④
ワ
ー
カ
ー
ズ

の
処
遇
の
改
善
を
実
現
し
て

い
く
、
と
い
う
段
階
を
一
つ

ひ
と
つ
歩
ん
で
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ワ
ー
カ
ー
ズ
と

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
が

共
生
関
係
を
築
く

　

私
た
ち
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

が
本
格
的
に
「
ワ
ー
カ
ー
ズ

を
増
や
し
て
い
く
」
と
し
て

き
た
の
は
、
１
９
９
３
年
６

月
の
第
一
期
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
連
合
通
常
総
会
で
採
択
し

た
「
中
期
計
画
基
本
構
想―

夢
ヲ
か
た
ち
に―

」、
１
９

９
４
年
８
月
の
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
福
祉
連
帯
基
金
の
設
立
、

「
在
宅
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

答
申
」
に
遡
り
ま
す
。
そ
の
後
、

１
９
９
５
年
６
月
に
初
め
て

の
「
家
事
サ
ー
ビ
ス
ワ
ー
カ

ー
ズ
」
が
設
立
さ
れ
た
こ
と

を
始
ま
り
に
、
次
々
と
多
種

多
様
な
ワ
ー
カ
ー
ズ
が
活
動

組
合
員
か
ら
誕
生
し
て
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
２
０
１
９
年
１

月
、
一
つ
の
転
機
を
迎
え
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
生
協
ふ
く
お
か
理
事

会
に
お
い
て
、
組
合
員
・
理

事
会
の
願
い
と
ワ
ー
カ
ー
ズ

の
願
い
を
足
し
合
わ
せ
て
策

定
し
た
コ
ー
ク
ス
み
ず
ま
き

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
検
討
の
一

つ
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
生
協
ふ
く
お
か
の
理
事
長

か
ら
活
動
組
合
員
に
「
ワ
ー

カ
ー
に
な
ろ
う
」
と
い
う
趣

旨
で
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
ふ

く
お
か
の
理
事
長
の
呼
び
か

け
は
次
の
こ
と
を
宣
言
し
た

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

 一)
ワ
ー
カ
ー
ズ
は
組
合
員
の

願
い
の
実
現
に
と
っ
て
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
に

と
っ
て
、
大
切
で
必
要
な

存
在
で
あ
る
。

 二)
ワ
ー
カ
ー
ズ
は
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
生
協
の
外
な
る
も

の
で
は
な
く
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
の
内
な
る
も
の

　

(

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
ワ

ー
カ
ー
ズ)

で
あ
る
。

 三)
ワ
ー
カ
ー
ズ
と
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
生
協
と
は
「
共
存
」

関
係
で
は
な
く
、
共
に
生

き
る
関
係
、
つ
ま
り
、「
共

生
」
関
係
で
あ
る
。

　

こ
の
結
果
、
コ
ー
ク
ス
み

ず
ま
き
の
ワ
ー
カ
ー
は
、
計

画
以
上
に
増
え
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
く

ま
も
と
に
お
い
て
は
、
店
舗

ワ
ー
カ
ー
ズ
（「
マ
ミ
ー
」）

の
ワ
ー
カ
ー
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
に
つ
い
て
、
ワ
ー
カ

ー
ズ
か
ら
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

生
協
く
ま
も
と
の
理
事
長
宛

に
お
願
い
が
届
け
ら
れ
る
よ

う
に
「
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生

協
と
ワ
ー
カ
ー
ズ
の
関
係
」

が
組
み
換
え
ら
れ
て
き
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
に
お
い
て
、
歴
史

的
に
画
期
的
な
転
換
の
一
つ

と
総
括
で
き
ま
す
。

各
県
の
社
会
福
祉
法
人

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
理
事
会
を

ワ
ー
カ
ー
ズ
と
組
合
員
が

共
に
所
有

　

社
会
福
祉
法
人
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
に
お
い
て
は
、
各
県

に
ワ
ー
カ
ー
ズ
常
勤
経
営
委

員
会
を
設
置
し
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
、「
各
県
の
経
営

委
員
会
」
が
「
各
県
の
社
会

福
祉
法
人
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

理
事
会
」
と
な
る
こ
と
を
促

進
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
各
県
に
お
い
て
社
会

福
祉
法
人
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

を
組
合
員
も
所
有
す
る
こ
と

が
再
来
し
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
と

組
合
員
が
共
に
、
社
会
福
祉

法
人
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
理

事
会
を
所
有
す
る
こ
と
を
実

現
す
る
と
い
う
高
い
次
元
に

到
達
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、「
各
県
の
社
会
福
祉
法

人
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
」
は
各

県
の
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
地

域
福
祉
を
経
営
す
る
主
体
と

し
て
活
性
化
し
、
自
立
に
向

か
っ
て
い
ま
す
。

　

間
違
い
な
く
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ(

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生

協
と
社
会
福
祉
法
人
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ)

は
「
ワ
ー
カ
ー

ズ
型
」
へ
の
道
を
前
進
し
て

い
る
と
総
括
で
き
ま
す
。

　

今
後
、「
ワ
ー
カ
ー
ズ
型
」

へ
の
歩
み
を
更
に
促
進
し
、

つ
く
り
上
げ
て
い
く
た
め
に

第
一
に
必
要
な
こ
と
が
「
ワ

ー
カ
ー
ズ
・
ワ
ー
カ
ー
を
増

や
す
こ
と
」
で
す
。
そ
し
て

こ
れ
も
今
、
高
い
次
元
で
展

開
し
始
め
て
い
ま
す
。
次
に

必
要
な
の
は
、
ワ
ー
カ
ー
ズ

の
自
力
の
強
化
で
す
。
ワ
ー

カ
ー
ズ
常
勤
理
事
会
が
ワ
ー

カ
ー
ズ
の
強
化
、
ワ
ー
カ
ー

一
人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い
る

力
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る

ワ
ー
カ
ー
ズ
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
事
業
執
行

を
主
体
的
に
担
い
、「
結
果

を
出
す
」
ワ
ー
カ
ー
ズ
に
飛

躍
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
延

長
に
ワ
ー
カ
ー
ズ
の
処
遇
を

改
善
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※

※

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
ふ
く
お
か
の

　

店
舗
施
設

こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
、
経
験
の
な
い
困
難
な
状

況
を
生
き
て
い
く
こ
と
を
承
知
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
世
界
経
済
、
そ
し
て
、
日
本
経
済

は
、
深
刻
な
不
況
に
陥
っ
て
い
き
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
次
の
飛
躍
へ
の
道
は
、
こ

こ
ま
で
築
い
て
き
た
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
連
帯
の

力
を
基
礎
に
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
地
域
化
を

推
進
し
、
地
域
組
合
員
と
現
場
の
活
力
を
増
し
、

そ
の
力
を
推
進
力
に
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
誕
生
30
年
を
迎
え

た
２
０
１
８
年
か
ら
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
型
生
協
へ
の

脱
皮
を
基
本
方
針
の
重
要
な
一
つ
と
し
て
一
歩
一

歩
、
前
進
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
ワ
ー
カ
ー

ズ
が
真
に
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
主
体
の
一
つ
と
な

る
よ
う
に
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
の
強
化
と
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
に
お
け
る
ワ
ー
カ
ー
ズ
の
位
置
付
け
の
確
立

を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
一
層
、
人
間
が
生
活
し
て
い
く
こ
と
が

困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
く
中
、
い
の
ち
と
健
康

を
何
よ
り
も
無
条
件
に
大
切
に
す
る
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
運
動
を
地
域
で
展
開
し
て
い
く
時
代
に
な
り

ま
す
。
地
域
組
合
員
と
活
動
組
合
員
と
ワ
ー
カ
ー

ズ
が
地
域
の
多
く
の
人
と
出
会
い
、
助
け
合
う
活

動
を
広
く
多
様
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

オールグリーンコープ登録組合員数と事業高の変化

2019年度末（2020年3月末） 現在の組合員の状況

総組合員数415,954人のうち、60.9人に１人の割合で、組合員役員やワーカー
としてグリーンコープ運動に関係していることになります。

組合員役員・委員（活動組合員）
組合員事務局員・スタッフ
業務系ワーカー（共同購入（配送）・お店共同購入など）
福祉関連ワーカー（介護・子育てなど）
小計
総組合員数

2,480人
318人

1,764人
2,263人
6,825人

415,954人
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 （2020 年 7月 20日）  第 428 号  （2）共 生 の 時 代（3）  第 428 号  （2020 年 7 月 20 日） 共 生 の 時 代
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共同体第三期定時社員総会スローガン

グリーン未来ソーラー売電量
48,520kWh

定格出力376kW（110世帯相当）

若宮物流センター太陽光発電所売電量
6,679kWh

定格出力47kW（14世帯相当）

神在太陽光発電所売電量
128,510kWh

定格出力1,057kW（309世帯相当）

平池水上太陽光発電所売電量
167,828kWh

定格出力1,260kW（368世帯相当）

深年太陽光発電所売電量
166,920kWh

定格出力1,550kW（453世帯相当）

広島物流センター太陽光発電所売電量
5,378kWh

定格出力47kW（14世帯相当）

グリーンコープやまぐち生協西部地域本部太陽光発電所売電量
5,945kWh

定格出力54kW（16世帯相当）

2020年４月の売電量一般社団法人グリーンコープでんきから

「原発の電気ではなく、自然エネルギーでつくった電気を使いたい」という願
いをかなえるために、グリーンコープ・グリーン電力出資金に協力しましょう

私たちのひろがれ
! 発電所

グリーンコープ・グリーン電力出資金

11,536人 1,112,964,000円（　　　　　 ）2020年
6月16日現在

　2016年からの電力自由化を受けて「グリーンコープで
んき」の供給がスタートしました。2018年10月から「原
発フリー」の「グリーンコープでんき」は、※1二酸化炭素排
出係数ゼロを実現しました。それは、地球温暖化の原因
である温室効果ガスを排出する石油や石炭などの化石
燃料を使用した発電所の電気を使っていないということ
です。全国432ある電力会社の中で「原発フリー」と
「CO₂排出ゼロ」を実現しているのは「グリーンコープで
んき」だけです。
　「グリーンコープでんき」を利用することや「グリーン
電力出資金」に協力することで、原発の電気はいらない
と意思表示ができます。また、少しずつ「卒ＦＩＴ」（10
年の住宅用太陽光発電の売電が終了するご家庭）の買
い取りも始まっていて、その電気は「グリーンコープでん
き」の電源の一部になっています。
　組合員が「子どもたちに安心・安全な食べものを」と
願うのと同じように「みどりの地球をみどりのままで」と
願い、「グリーンコープでんき」を使えるように、仲間を
もっともっと増やしていきましょう。
※１ 電気事業者別排出係数－平成30年度実績－（環境省・経済産業省公表）
※２ 再生可能エネルギーの固定価格買取制度

『グリーンコープでんき』について

グリーンコープ共同体組織委員会

485,610円

フードマイレージ

2020年5月の組合員数
（5/20現在）942250

2020年5月に組合員の
利用によってたまったのは

2020年5月に組合員の
利用によってたまったのは

2009年9月からの累計は、
784,576,942.4ポコ

2020年4月分（回収率）
リユース、リサイクルデータ

牛乳びん
回収率

99.7%

リユースびん
回収率

70.1%

モウルドパック
回収率

106.0%

トレー
回収率

29.5%

仕分け袋
回収率

9.5%

カタログ
回収率

69.7%

CO2に換算して
905トンを削減した
ことになります

アジア民衆基金

pocopoco
9,053,619.1

2009年4月からの累計は、
75,218,124円

　
一
般
社
団
法
人
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
共
同
体
第
三
期
定
時

社
員
総
会
に
て
、
２
０
２
０

年
度
活
動
方
針
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

近
年
、
世
界
の
多
く
の
企

業
や
団
体
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実

践
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
よ
り
よ
い
世

界
を
め
ざ
す
た
め
、２
０
１
５

年
に
国
連
が
採
択
し
た
17
の

持
続
可
能
な
開
発
目
標
で
す
。

　

２
０
２
０
年
度
、
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
掲

げ
ら
れ
た
目
標
を
よ
り
意
識

し
、
改
め
て
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
運
動
を
「
Ｕ
Ｎ
↓
Ｄ
Ｏ
」

と
い
う
形
で
、
も
っ
と
多
く

の
人
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

一
、
組
合
員

─

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
運
動
の
仲
間

─

を
増
や
し
ま
す
。

二
、
労
働
協
同
組
合

─

ワ
ー
カ
ー
ズ

─

を
組
合
員
と
連
帯
す
る
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
の
主
体
と
位
置
付
け
、
労
働
協
同
組
合
の
ワ
ー
カ
ー
を

増
や
し
ま
す
。

三
、
脱
原
発
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
私
た
ち
に
出
来
る
実
践
を
最
大

限
に
取
り
組
み
ま
す
。

四
、
生
命
（
い
の
ち
）
を
守
り
育
む
「
食
べ
も
の
」
を
食
べ
て
、
安
心
・

安
全
な
「
食
べ
も
の
」
を
守
り
、
よ
り
良
く
育
て
て
い
き
ま
す
。

五
、「
第
二
地
域
（
生
協
地
域
、
連
帯
地
域
、
協
同
地
域
、
共
生
地
域
）
」

を
創
り
、
地
域
を
再
生
し
ま
す
。

六
、
四
つ
の
共
生
の
願
い
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
す
。

七
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
（
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
連
合
会
と
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
生
協
）
の
経
営
を
一
層
強
化
し
ま
す
。

八
、
各
委
員
会
の
方
針
は
次
の
通
り
で
す
。

㈠
組
織
委
員
会

⑴
せ
っ
け
ん
に
つ
い
て
年
間
を
と
お
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑵
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
、
単
協
の
活
動
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

⑶
平
和
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
単
協
の
活
動
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

⑷
ア
ジ
ア
と
の
連
帯
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
単
協
の
活
動
を
支
え

て
い
き
ま
す
。

⑸
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
役
立
つ
よ
う
に
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

㈡
福
祉
委
員
会

⑴
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
福
祉
に
つ
い
て
、
オ
ー
ル
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
で
学
び
、
単
協
の
取
り
組
み
に
活
か
し
ま
す
。

⑵
単
協
の
地
域
福
祉
の
取
り
組
み
が
よ
り
活
性
化
し
て
い
く
た
め

に
情
報
や
課
題
を
共
有
し
、
相
談
・
協
議
し
ま
す
。

⑶
単
協
の
相
談
・
協
議
の
中
で
、
地
域
福
祉
の
取
り
組
み
を
豊
か

に
し
て
い
く
た
め
に
視
察
研
修
・
学
習
会
を
行
な
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
、
社
員
の
実
情

は
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
福
祉
活
動

組
合
員
基
金
連
合
会
の
事
業
・
活

動
の
基
礎
で
あ
る
「
当
法
人
の
融

資
を
活
用
し
て
『
地
域
福
祉
の
増

進
を
図
る
』
上
で
必
要
な
『
社
員

の
要
請
』」
を
集
約
す
る
状
況
に

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
２
０
１
９
年
度
、

理
事
会
の
開
催
な
ど
も
含
め
て
、

一
切
の
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
２
０
１
９

年
度
決
算
報
告
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

　
　
　

収
入　
　
　

０
円

　
　
　

支
出　
　
　

０
円

　
　
　

当
期
剰
余　

０
円

　

２
０
１
９
年
11
月
12
日
開
催
の

設
立
総
会
に
お
い
て
確
認
し
た

「
事
業
計
画
な
ど
の
策
定
の
進
め

方
に
つ
い
て
」
の
進
め
方
で
進
め

ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
は
、
定
期
的
に

理
事
会
を
開
催
（
定
款
の
定
め
に

よ
り
、
年
４
回
）
を
開
催
し
、「
当

法
人
の
融
資
を
活
用
し
て
『
地
域

福
祉
の
増
進
を
図
る
』
上
で
必
要

な
『
社
員
の
要
請
』」
に
つ
い
て
、

社
員
の
状
況
を
共
有
す
る
よ
う
に

し
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
事
業
計
画
は
理
事

会
で
検
討
・
策
定
し
、
社
員
総
会

に
提
案
し
ま
す
。

福祉活動組合員基金連合会
第二期社員総会で選出された役員

退任した役員

代議員数156人（議長を除く） 賛成 反対 保留

第一号議案

第二号議案

第三号議案

第四号議案

156

156

156

156

0

0

0

0

0

0

0

0

2019年度活動報告、決算報告承認の件

2020年度活動方針、事業計画決定の件

役員（理事・監事）補充・選任の件

議案決議効力発生の件

グリーンコープ福祉活動組合員基金連合会第二期社員総会議案採択の結果

２
０
２
０
年
度
活
動
方
針

　
一
般
社
団
法
人
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共

同
体
第
三
期
定
時
社
員
総
会
の
同
日
、

一
般
社
団
法
人
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
福
祉

活
動
組
合
員
基
金
連
合
会
の
第
二
期
社

員
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
号
議
案
か
ら
第
四
号
議
案
ま
で

の
全
て
の
議
案
が
、
書
面
議
決
で
の
採

決
に
よ
り
、
賛
成
多
数
で
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
度
活
動
報
告

２
０
２
０
年
度
活
動
方
針

理事 亀崎　恵理子
 かごしま理事長

監事 河元　圭子 溝口　真理
 ひろしま ふくおか

理事 下本地　紀子
 かごしま

監事 下飛田　智子 別所　理恵子
 くまもと かごしま
生協名は一部省略しました

組合員の願いを実現していく存在として生き続けていくため
に、「グリーンコープ運動」を力強く推進し、「グリーンコー
プ運動」に参加する仲間を増やしていきましょう。

東日本大震災以降、自然災害による被害が全国各地で発生し、
被災された方々へ向けて、生命（いのち）に寄り添ったグリ
ーンコープらしい支援活動を継続しています。災害支援から、
さらに「地域再生（第二地域・協同地域創出）の取り組み」
へと飛躍させていきましょう。また、新型コロナウイルスに
よる被害についても、感染防止に努めながら、できることを
最大限に取り組んでいきましょう。

人と人とが助け合う共生社会の創出に向けて、生活再生事業
を推進し、「抱樸館福岡」やファイバーリサイクル事業、家
計とくらしの応援活動、子育て支援、高齢者福祉などの助け
合いの運動と事業を、社会福祉法人グリーンコープそしてワ
ーカーズと共にすすめていきましょう。

原発、遺伝子組み換え、地球温暖化などの社会的な問題に、
生命（いのち）を根幹にすえて、市民とその連帯が主体とな
って、できることから解決していきましょう。

民衆交易や互恵のためのアジア民衆基金などの取り組みをと
おして連帯・交流することで、「南と北」「北と北」の共生・
連帯をさらにすすめていきましょう。

柔らかくて強い人と人とのつながりを主体に、問題の解決に
取り組み、社会を変えていきましょう。

ワーカーズ型生協とワーカーズ型社会福祉法人に飛躍し、地
域と共生するグリーンコープになりましょう。そのために組
合員、ワーカーズ・ワーカー、活動組合員を増やし、地域と
現場の活力を推進力に、グリーンコープを強化しましょう。

※2
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